
（仮称）田人風力発電事業

株式会社ユーラスエナジーホールディングス

福島県いわき市田人町貝泊地内 他
面積：約374ha

事業の内容

風力発電所設置事業
・風力発電所出力：最大36,000kW
・風力発電機の台数：12基程度設置
・風力発電機の概要
　発電機出力：約3,000kW級
　ブレード枚数：3枚
　ローター径：約80～103ｍ
　ハブ高：75～80ｍ
　高さ：115～130ｍ

工事の内容

○工事工程
　工事開始時期：平成29年4月（予定）
　運転開始時期 ：平成30年3月（予定）
○工事概要
　道路工事：輸送路拡幅工事、仮設道路・管理用道路工事
　造成・基礎工事：風車組立ヤード造成工事、基礎工事
　据付工事：風力発電機据付工事（風車組立）
　電気工事：自営送電線工事、連系変電施設工事

大気質

対象事業実施区域及びその周囲には、一般大気測定局及び自動車排出ガス測定局
は存在していない。また、有害大気汚染物質及びダイオキシン類の測定も実施されて
いない。いわき市においては、平成23年度を除き、例年20～30件程度の大気汚染に
係る苦情が寄せられている。古殿町及び鮫川村においては、過去5 年間は苦情が発
生していない。

騒音・超低周波音

対象事業実施区域及びその周囲では、一般環境騒音及び自動車交通騒音の調査地
点は存在していない。また、航空機騒音に係る調査は実施されていない。なお、いわき
市においては、平成23年度を除き、例年30件程度の騒音に係る苦情が寄せられてい
る。
福島県では、超低周波音のモニタリング調査は実施されていない。対象事業実施区域
及びその周囲では、超低周波音の測定は実施されていない。いわき市、古殿町及び
鮫川村では、超低周波音に係る苦情の発生件数は集計されていない。

振動

福島県では、振動のモニタリング調査は実施されておらず、対象事業実施区域及びそ
の周囲では、振動の測定は実施されていない。いわき市においては、例年数件程度の
振動に係る苦情が寄せられているが、古殿町及び鮫川村においては、過去5 年間は
苦情が発生していない。

水質及び底質

対象事業実施区域及びその周囲では、人の健康の保護に関する項目の測定は実施
されてない。生活環境の保全に関する項目は2地点で測定が実施されており、四時川
小室橋及び鮫川井戸沢橋の2 地点とも水素イオン濃度（pH）、溶存酸素量（DO）、生物
化学的酸素要求量（BOD）及び浮遊物質量（SS）は環境基準を達成している。一方で、
2 地点共に大腸菌群数は環境基準を達成していない。いわき市においては、例年10～
20 件程度の水質汚濁に係る苦情が寄せられている。古殿町及び鮫川村においては、
平成22 年度と平成25年度に古殿町で3件の苦情が寄せられた以外は、苦情は発生し
ていない。
水質の底質については、測定は実施されておらず、苦情の発生状況は集計されてい
ない。地下水の水質の状況について、対象事業実施区域及びその周囲では、平成23
年度にいわき市田人町旅人において、平成24年度に鮫川村赤坂東野おいて、平成25
年度に古殿町松川において測定が実施されている。全ての地点で環境基準を満たし
ていた。公共用水域（水質・底質）及び地下水を対象としたダイオキシン類の測定は実
施されていない。
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地形・地質

(1)地形の状況
対象事業実施区域及びその周囲は、福島県浜通り地方と中通り地方の間を南北に横
断する阿武隈高地を構成する山地の一つとなっている。対象事業実施区域及びその
周囲は小起伏山地が主な地形となっており、北東方向に中起伏山地があるほか、扇
状地性低地やローム台地（下位）が点在している。
(2)地質の状況
対象事業実施区域では黒色片岩類が主な地質となっている。その周囲には花崗閃緑
岩（古期）や花崗岩、班レイ岩質岩石が分布している。
(3)重要な地形・地質
対象事業実施区域及びその周囲では、「日本の典型地形」によって選定された典型地
形として、三株山、阿武隈高地及び多賀山地が存在する。「文化財保護法」及び「福島
県文化財保護条例」等における名勝及び天然記念物や、「日本の地形レッドデータブッ
ク 第1 集 ―危機にある地形―」及び「日本の地形レッドデータブック 第2 集 ―保存す
べき地形―」によって選定された保存すべき地形は存在しない。

動物

対象事業実施区域及びその周囲では、動物相として哺乳類16種、鳥類94種、爬虫類
10種、両生類17種、昆虫類400種、魚類51種、底生動物10種が確認されている。うち、
重要な種として、哺乳類1種、鳥類22種、爬虫類8種、両生類2種、昆虫類29種、魚類51
種、底生動物1種がある。
重要な生息地としてイヌワシの生息地、クマタカの生息地、オオタカの営巣地が存在す
る。対象事業実施区域は、クマタカの生息確認、オオタカの繁殖が確認されているメッ
シュに位置する。

植物

文献その他の資料により確認された植物は計95科419種である。それらの確認された
植物のうち、重要種の選定基準に該当したのは42 種であり、主な種としては、カタヒ
バ、コヒロハハナヤスリ、アオホラゴケ等が挙げられる。
対象事業実施区域の現存植生は、カスミザクラ－コナラ群落及び牧草地、ゴルフ場が
大半を占め、そのほか、常緑針葉樹植林、アカマツ群落、伐跡群落、水田雑草群落、
畑地雑草群落が分布する。対象事業実施区域及びその周囲において、福原のシラカ
バや四時川渓谷のイヌシデ林など6箇所の重要な植物群落が分布する。対象事業実
施区域には重要な植物群落は分布しない。巨樹・巨木林は分布しない。

生態系

対象事業実施区域及びその周囲の自然環境について、対象事業実施区域は、ほとん
どが樹林環境、低木草地環境に類型区分される。入旅人川渓谷や小松川渓谷など17
箇所の重要な自然環境のまとまりの場が分布する。対象事業実施区域には保安林が
分布する。

景観

対象事業実施区域及びその周囲は、比較的なだらかな山地を形成する阿武隈丘陵の
南部に位置し、主な景観構成要素は、比較的起伏が小さい山地上に広がる樹林であ
り、河川沿いに渓谷が分布している。また、丘陵部には、牧場が広がっている。
対象事業実施区域及びその周囲において、景観資源としては、小松川渓谷などの河
川景観や、朝日山などの山地（非火山性）景観が位置している。
また、主要な眺望点としては、三株山や滝富士等の7 地点が位置している。

人と自然との触れ
合いの活動の場

対象事業実施区域及びその周囲には、鮫川水系の一つである四時川沿いに四時川
渓谷遊歩道や田人遊歩道ぶらりんどうが位置し、渓谷散策を楽しめる場所となってい
る。対象事業実施区域には、朝日山とその登山道が存在する。

廃棄物等

対象事業実施区域及びその周囲の市町村の平成25年度の一般廃棄物の総排出量
は、いわき市が137,946t、古殿町が1,442t、鮫川村が718tとなっている。対象事業実施
区域から半径50km 以内には、137件の中間処理施設と13件の最終処理施設
が存在しており、その内、いわき市内には34件の中間処理施設と6件の最終処理施設
が存在している。古殿町及び鮫川村には中間処理施設及び最終処理施設は存在しな
い。
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その他
（教育・医療・福祉施設の配
置状況、公園指定等環境保
全地域区域指定状況、既設

風力設置状況等）

対象事業実施区域及びその周囲では、対象事業実施区域から約2.5km の位置に村立
青生野小学校が存在している。なお、対象事業実施区域及びその周囲において、福祉
施設や保育所等は分布していない。対象事業実施区域の周囲には、いわき市田人町
旅人地区、いわき市田人町荷路夫地区、いわき市田人町貝泊地区、鮫川村赤坂東野
戸草地区及び鮫川村渡瀬青生野地区に集落が存在している。
対象事業実施区域の北東約15kmに同事業者の「（仮称）三大明神発電事業」の計画
地がある。
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参考項目との差異 別紙参照

方法書第6章（P221～288）参照

住民意見の概要及び事業者見解：資料３－１－３参照
関係都道府県知事意見：資料３－１－４参照

環境審査顧問会風力部会の意見を聞いた上、対象事業に係る環境影響評価の項目
並びに調査、予測及び評価の手法について必要な意見を記載する。

本審査書は事業者から届出された環境影響評価方法書を基に作成したものである。備考

審査結果

住民意見の概要及び事
業者見解・関係都道府県
知事意見

調査・予測・評価の手法
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（ 別紙 ）


